
トルコ – 未申告の燃料油に関する事件

燃料油の未申告または過少申告は、トルコの税関で犯罪行為と見なされ、乗組員が密輸罪に問われる恐れがあ
ります。
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最近、あるメンバーの船舶がトルコ国内の港で拘束されました。本船の燃料油の申告数量と
実際の数量との間に齟齬があることを税関職員が発見したことが理由です。この港では、本
船の到着後すぐに税関職員が乗船し、違法な物品および持ち込みが禁止されている物品がな
いか検査が行われました。燃料油もその検査の対象であったため、申告された数量が正しい
かを確認する目的で燃料タンクの計測も行われましたが、出てきた数値が申告数量よりも多
い（未申告の）可能性があったことから、第三者のバンカーサーベイヤーが手配されまし
た。その結果、申告された数量より約85トン多く積まれていることが判明したのです。

この記事の執ĀāĂで、トルコ当ăはĄąĆćĈĉを出し、本船に対してĊ過分の燃料油を
ċČčするよĎďĐしたđか、船Ēを上ċさせて供ēĔをĕ成させています。当ăは密輸Ė
止法ėĘę5Ě0ěにĜĝき、申告数量とバンカーサーベイの結果による数量との齟齬をĞ油ğ品
の密輸行為と見なす可能性があります。密輸行為と見なされれĠ、船Ēとその他の乗組員に
対してġ事Ģģ手ĤきがĥられることにもなりかĦません。

推奨事項

上記の事件はいまだħĨにはĩっていませんが、こĎいった出Ī事はīしいことではないよ
Ďで、GardのトルコĬĭコレスポンデントの情報によると、本船のĮ油量のį査など、税関
がİきıちで検査を行ĎĲĳがこの数かĴでĵまっているとのことです。そのため、トルコ
国内の港に寄港する船舶の船Ēは、税関申告Ĕの記Ķ時にはķに注意ĸくĹĺにならなĻれ
Ġなりません。とりわĻĮ油量については、ļ出と計測をĶĽに行ってから税関に申告する
ľďがあります。また、燃料油の未申告はトルコ国内の港で問Ŀとなり、申告数量とバン
カーサーベイヤーによる計測数量との間に齟齬があるとŀŁにĸłな事ŃをもたらしかĦな
いといĎことを、当該ĕ業に関連のあるすべての乗組員に認ńさせておくこともĺďです。

この他の情報Ņ助言については、GardのトルコĬĭコレスポンデントからのņŇの情報を参
ňしてください。
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